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0.30 nmol/L、後 0.51±0.43 nmol/L、GLP-1:前 5.70±1.76 pmol/L、後 4.76±2.22 pmol/L)。
味覚閾値は、フコイダン摂取後のみで4味質において有意な低下が認められた(甘味:前 
3.30±1.34、後 2.10±0.88、塩味:前 2.60±0.97、後 1.70±0.67、苦味:前 3.20±1.23、
後 2.10±0.88、うま味:前 5.20±0.92、後 4.20±1.40)。 
 インスリン抵抗性指標HOMA-IRが2.5未満の14例(男10例、女4例)の検討では、フコイダン
摂取後のみで、HbA1cおよびGLP-1基礎値が有意に低下した（HbA1c:前 6.73±1.00%、後 6.59
±1.00%、GLP-1基礎値:前 6.42±3.52 pmol/L、後 4.93±1.88 pmol/L）。 
 
考 察 
フコイダン内服後に便回数が増加したが、そのために内服中断する例はなかった。食物
繊維の長期摂取であることから懸念された血清亜鉛値の低下も認めなかったことから、便
回数増加の事前説明とHDL-CやGLP-1基礎値の経過観察を行うことで長期間の投与が可能と
考えられた。 
フコイダンによって便回数の増加した群で、低下していた味覚感受性の改善やGLP-1基礎
値の変化がみられたことは、フコイダンによる腸内環境の変化や改善を示唆するものであ
る。さらに、インスリン抵抗性の少ない群で、フコイダンによってHbA1cやGLP-1基礎値の
低下を認めたことは、この腸内環境の変化が糖尿病コントロールにも影響を与えている可
能性を示唆するものである。 
 
結 論 
  高分子フコイダンの持続摂取は、便回数増加や味覚の鋭敏化など腸内環境や消化器系に
作用し、インスリン感受性が正常である場合には、糖代謝の改善につながる可能性が示唆
された。 
